
尼崎の未来に向けたまちづくりについて

～武庫地区にお住まいのみなさまと～

令和６年11月8日、尼崎市のまちづくりについて、参加者のみなさまに説明
をし、また参加者のみなさまからは、防災訓練や避難所運営のこと、学校運
営のことなど様々な意見をいただきました。

防災訓練や
避難所運営について

【参加者からのご意見①】

〇障害の種別は身体、発達、
知的など様々あり、必要な
配慮も異なるため、当事者
の意見も聞いたりしながら、
避難訓練・シミュレーショ
ンをしてもらいたい。

みんなの

尼活
皆議

【参加者からのご意見③】

〇福祉施設に対する行政監
査に関して、サービス面の
改善を促すような監査をし
てもらえたらなぁ…

福祉施設への
行政監査

【現在の対応などについて】

●当事者のご意見も聞きなが
ら訓練を実施することは重
要であると考えています。
そのため、引き続き当事者
のご意見を聞き、訓練を重
ねることで、障害のある人
を含む要配慮者が円滑に避
難できるよう、また安心で
きる避難所環境の整備に努
めていきます。

【参加者からのご意見②】

〇ペットに配慮した避難所運
営に全市的に取り組んでも
らいたい。

【現在の対応などについて】

● 尼崎市は「人と動物が調和
し、共生する社会づくり」
を目指しています。災害が
発生したときに、ペットと
の同行避難がスムーズに行
えるよう「ペット防災手
帳」を令和6年度中に作成す
る予定です。

【これからの対応について】

● 今後は災害時に市内全避難
所84か所にペットの避難用
ケージを設置できるように
するなど更なる動物愛護施
策・防災施策の推進に向け
て検討していきます。



●社会福祉士や介護支援専門
員の資格を有する職員を配
置するなど指導監査の専門
性の向上に取り組んでいる
ところですが、引き続き介
護・障害福祉サービスの向
上につながるような指導監
査を実施していきます。

みんなの

尼活
皆議

より快適な公園に

【参加者からのご意見⑤】

〇公園によっては、ボール遊
び禁止の看板などがあり、
自由度が低い。

〇公園を新たに作る際には近
隣住民などの意見を事前に
聞き、可能な限り自由度が
高い公園にしてもらいたい。

（※） 参加者のみなさまのご意見や取組中（または取組予定）の事業等は、代表して一部のみを掲載しています。
この他にいただいたご意見等は、尼崎市公式ホームページに掲載の車座集会の対話録をご覧ください。

学校運営を支える
ボランティア

【参加者からのご意見④】

〇「家庭科の調理実習」や
「まち探検」といった学校
行事の手伝いをするボラン
ティアにも対価を払っても
らえたらなぁ…

【現在の対応などについて】

● 小学校で活動している「ま
ち探検」や「家庭科の調理
実習」などの地域学校協働
活動については、幅広い地
域の方々に参画いただくこ
とにより、子ども達の学び
や成長を支えていただいて
おり、活動に必要な消耗品
の購入経費等につきまして
は、各学校運営協議会等に
一定の金額をお渡ししてい
ます。

【現在の対応などについて】

●公園の活用について細かい
ルールは元々ないものの、
近隣住民への騒音などの被
害により徐々に活動が制限
されているのも事実です。

●市内では現在、大庄地区で
新たな公園施設の整備に向
けて様々な取組を進めてい
ますが、まさに地域住民と
話し合いの機会を何回も設
け、みんなが楽しく利用で
きる公園を目指していると
ころです。

【現在の対応などについて】

●介護や障害福祉サービス事
業所等に対する指導監査に
ついては、法令に規定され
ている人員や設備基準の遵
守状況を確認し、また、
サービスの向上に向けて事
業所が法令に基づき取り組
むこととされている、事故
対応、虐待防止、ハラスメ
ント対策等の取組状況につ
いても確認し、適宜指導・
助言を行っているところで
す。

● 地域学校協働活動は地域全
体で子ども達の学びや成長
を支えるという側面のほか、
活動への参画の輪を広げる
ことにより「学校を核とし
た地域づくり」の推進とい
う側面もあり、無償でお願
いしたいと考えていますが、
引き続きボランティアの
方々が納得して活動してい
ていただけるよう丁寧にコ
ミュニケーションを図って
いきたいと考えています。


